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(
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於
豊
島
庶
民
セ
ン
タ
ー

〔
研
究
発
表
会
〕

一
、
「
古
今
小
説
」
の
古
と
今
筑
波
大
学
大
学
院
小
松

一
、
現
代
漢
訟
の
介
前
構
造
と
連
動
式
筑
波
大
学
大
学
院
大
塚

一
、
革
命
文
学
論
争
か
ら
悶
防
文
学
論
戦
へ
の
連
続
性
に
つ
い
て

都
立
大
学
大
学
院
広
野

法
政
大
学
安
藤

gh同
大
手
ー
公
正

vU
官
J

ノ
ρ
こ
ず
オ

招
生
高
校
町
田

市
ヶ
尾
高
校
宮
本

国
学
院
大
学
中
野

一
、
臨
J

質
五
の
文
学
に
つ
い
て

一
、
党
応
物
の
文
学

一
、
五
十
七
年
度
指
導
要
領
と
漢
文
教
材

一
、
漢
文
教
育
の
問
題
点

一
、
陶
掛
川
間
と
「
列
予
し

一
、
春
駄
の
限
例
法
に
就
法
に
就
い
て
の
試
論

司
会

、
議
長
選
出

一
、
委
員
長
挨
拶

、
諸
報
告

。

京

務

ω
企
画

ω
編
集

内
山
委
員

大
東
文
化
大
学

建
男
氏

秀
明
民

}
丁
在
毛

〆
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J
q
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・8ゃれ
M
M
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'
g
&ず

信
広
氏
華
民

静
隆
氏

土
十
一
刀
口
不
~

，aA
f
i
p
H
H
U
H

・r
a
s
b
v

達一氏

小
鵡
政
雄
氏

方n千
賀原

勝
ふ
一
夫
氏

委
員
長

伊高横
藤橋 UJ

問
、
議
事
ω
昭
和
五
十
問
年
度
決
算

俗
会
出
変
児

ω
昭
和
五
十
五
年
度
予
算

中
村
ハ
俊
)
委
員

中
村
ハ
佼
〉
委
員

委
員
委
員
委
員

編

校

後

記

と
も
あ
れ
、
〈
中
間
文
化
〉
第
二
号
を
出
す
こ
と
が
出
来
た
が
、
雑
誌
の
厚

味
は
創
刊
号
よ
り
大
分
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
な
っ
た
理
由
の
第
一
は
、
応
募
原
稿
が
少
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
締
切
日

ま
で
に
集
ま
っ
た
原
稿
は
関
本
。
そ
の
う
ち
、
近
現
代
文
学
の
原
稿
一
本
は
、

と
て
も
残
念
だ
っ
た
が
、
レ
フ
リ
ー
の
意
見
も
あ
っ
て
、
遂
に
掲
載
を
断
念
し

た
。
応
募
し
て
下
さ
っ
た
会
員
に
は
失
礼
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
意
の

あ
る
所
は
理
解
し
て
頂
け
た
と
信
じ
て
い
る
。

勿
論
、
涼
稿
依
頼
を
も
っ
と
熱
心
に
や
れ
ば
、
論
文
は
集
ま
っ
た
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
、
会
の
財
政
を
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
厚
さ
で
も
、
な
お
印
刷
費
の
か
な
り
の
部
分
は
今
年
こ
れ

か
ら
集
ま
る
会
費
に
期
待
す
る
外
な
い
。
理
由
の
第
二
で
あ
る
。

そ
の
代
り
、
漢
文
教
育
の
液
談
会
に
は
前
号
よ
り
ゆ
っ
く
り
ス
ペ
ー
ス
を
敢

っ
た
し
、
〈
資
料
〉
と
し
て
、
東
京
都
教
育
庁
で
作
ら
れ
た
報
告
書
の
一
部
を

掲
載
す
る
こ
と
も
出
来
た
(
快
く
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
都
の
教
育
庁
指

導
部
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
)
。

財
政
上
の
理
由
で
潰
れ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
内
容
的
に
潰
れ
る
よ
う

な
こ
と
だ
げ
ば
し
た
く
な
い
。
教
育
・
研
究
、
両
部
に
わ
た
っ
て
、
次
号
に
は

ご

奮

起

ご

投

稿

を

切

に

お

願

い

申

し

上

げ

た

い

。
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大
塚
漢
文
学
会
々
刻

一
、
本
会
は
大
塚
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

一
一
一
、
本
会
の
会
員
は
友
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
合
只
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
他
入
会
を
希
望
す
る
者

問
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

総

会

年

一

回

2
、
例
会
年
約
一
一
一
回

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

委

員

長

一

名

2
、

委

員

若

干

名

3
、
編
集
委
兵
若
干
名

六
、
役
員
の
任
務

1
、
委
員
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る
0

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
画
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
。

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
員
一
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る
0

2
、
委
員
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
0

3

編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

4

任
期
は
二
年
と
す
る
た
だ
し
重
任
は
悲
し
支
え
な
い
。

入
、
会
員
は
会
費
年
額
二
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
・
ペ
期
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
な
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
期
1
、
本
会
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文

学
会
々
別
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
間
筑
波
大
学
文
芸
一
一
一
一
口
語
学
系
中
国
文
学

研

究

室

に

置

く

。

以

上

編
集
委
員
(
委
嘱
〉

(
哲
学
・
思
想
)
小
林
信
明
'
加
賀
栄
治
・
水
沢
利
忠

(
文
学
・
語
学
〉
鈴
木
修
次
・
内
山
知
也
・
松
本
昭
・
伊
藤
虎
丸

(
漢
文
教
育
〉
鎌
田
正
・
金
子
泰
一
ニ
・
田
部
井
文
雄

学
会
委
員
会

(
長
〉
加
賀
栄
治
ハ
副
・
総
務
〉
横
山
伊
勢
雄
(
文
書
〉
安
藤
信
広
・
中
山

主
ハ
発
送
)
向
島
成
美
・
中
村
嘉
弘
・
加
藤
敏
ハ
会
計
〉
中
村
'
俊
也
・
間
嶋
潤

一
・
堀
池
信
夫
(
企
画
)
高
橋
均
・
若
林
力
(
会
報
編
集
)
内
山
知
也
・
伊
藤

虎
丸
・
佐
治
俊
彦
・
小
谷
一
郎
・
阿
川
修
三
・
小
松
建
男

写
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O
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言
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